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1. 「パラレルミー」の提案

　「こんなことをしたら、みんなに何て思われるだろう」と、周りの

反応が怖くて自分を抑えてしまう、見た目で判断されてしまい自分

の本意が伝わらない、そんな経験はないだろうか。

　アルバート・メラビアンの「メラビアンの法則」はよく知られてい

るが、私たちは見た目で判断されることからはどうも逃れにくい。

「見た目」とは、体型・顔だったり、服装だったり、ジェスチャーだっ

たり、生まれもったフィジカル身体の「見た目」によることが今まで

は多かった。それらは、ある程度コントロールはできるが、完全に

思い通りにするには相当な努力がいる。

　人とコミュニケーションをとるときに、「見た目」が他者に印象を

与え、また他者からの評価を蓄積するアイコンともなる。つまり、

他者から判断される材料になってしまう。「若い女性なのに」、「い

つも静かなのに」等という、先入観の呪縛を背負うとも言える。

　生まれもったフィジカル身体の呪縛、それは私たちの自由な「自分

らしさの表現」を妨げていないだろうか。筆者は長く教職に携わって

きた経験の中で、それを強く実感している。子どもの中には、友達

や教員、親に何と思われるか、どんな印象を持たれるかをとても気

にして、学校での発言を自ら制限する子がいる。いわゆるスクール

カーストが下位の子は特に、自由な発言を控えがちである。「なんで

あの子があんなこと言えるわけ？」と陰口を叩かれるのを避けてい

るようである。

　また、教員の中でも、新人は新人らしく、女性は女性らしく、同

僚の教員や保護者が抱く先入観から大きく外れない行動を求められ

ることがある。筆者はそれから外れた行動をして、「なんで新人の

女性教員がそんなことを？」と非難されたこともある。このように、

フィジカル身体の先入観の呪縛は、大人にとっても子どもにとっても、

自由を奪うものである。

　子どもたちが平等に、自分らしさを伸ばせる教育を実現するには、

生まれもったフィジカル身体の呪縛を解く必要がある。その手段とし

て、「アバター」が有効であると考えている。すなわち、自己選択的

なバーチャル身体である。

　筆者が 2020 年に都内の私立大学生を対象に行ったアンケート

調査 [1]では、授業でアバターを活用することで、「見た目」による先

入観を取り除くことができる、と感じている大学生がいることがわ

かった。つまり、アバターを使えば、友達や先生に何と思われるか

を気にせずに発言ができたり、相手の見た目の先入観に囚われずに

ニュートラルに対話ができたりすることが期待できる。

　アバターを活用すれば、生まれもったフィジカル身体の他に、バー

チャルな身体を複数持つこともできる。どのような見た目にするか、

その中にどのような人格を宿すか、自由に表現することができる。

例えば、自分の理想を投影したアバター、他人には見せていない自

分の一面を表現するアバター、特徴がなく匿名性の高いアバター等

を、場面によって使い分けることができる。

　このような、複数の「自分」が並行して存在する状態のことを、「パ

ラレルミー」と呼びたい。それによって、生まれもったフィジカル身

体の呪縛を解き、自由に「自分らしさの表現」をすることができるの

ではないだろうか。

2. 「パラレルミー時代」の到来

　実は、「パラレルミー」は、すでに若者世代の間で広がり始めて

いる。Twitterアカウントを持っている人に、いくつのアカウントを

持っているかを聞いた7社によるアンケート調査 [2]では、平均して

54.7%の人が、複数アカウントを持っていると答えている。調査時

期は2015～2021年、調査対象は10代～60代とばらつきはあ

るものの、平均して半数以上が複数アカウントを持っていて、特に

高校生や10代の若者を対象にした調査では、60%以上が複数アカ

ウントを持っていることがわかる。

図1：各社調査による、持っているTwitterアカウントの数
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　2021年のNTTドコモモバイル社会研究所調べによると、全国の

10代 の う ち、30.9%が2個、15.2%が3個、17.6%が4個 以

上のアカウントを持っているという。2020年に日本全国の高校1

年生～3年生の男女を対象に行ったLINE株式会社の調査では、そ

の理由についても聞いていて（複数回答可）、「趣味によって分けた

いから」が男女平均67.2%、「リアルでつながっている人に発言を

見られたくないから」が男女平均30.8%、「つながっている人を分

けたいから」が男女平均28.5%、「自分のキャラクターで分けたい

から」が男女平均11.2%だった。

　複数アカウントを持っていて「よかったこと」を問う質問では、次

のような回答があった。

「サブ垢を活用することで、全員には見られたくないことなどを気軽

に発信できるようになった（高2男子）」

「複数アカウントを持つことで、いろいろな友達ができた（高2女子）」

「裏アカで愚痴などを言うはけ口ができるので、本アカのイメージを

気にせずストレス発散ができる（高2女子）」

　このように、若者世代を中心に、TwitterなどのSNSで複数アカ

ウントを使い分ける、つまり複数の「自分」を使い分ける「パラレル

ミー時代」がすでに始まっている。

3. 不登校児童生徒のコミュニケーション手段としてのアバター

　筆者はこれまで教職に携わる中で、不登校児童生徒の支援に力を

入れてきた。彼らの抱えている課題の一つに、対人不安がある。人と

対面でのコミュニケーションをとるのが気質的に苦手な子もいるし、

元々はできていたが失敗体験によって苦手意識を持っている子もいる。

そういった子は、学校に登校して、フィジカル身体を使ってコミュニ

ケーションをとることが難しい。このハードルにぶち当たって、家に

引きこもり、孤独な状態で辛い思いをしている子を何人も見てきた。

　そのような不登校児童生徒が、まず誰かと繋がる最初の手段とし

て、アバターが有効だと考えている。アバターなら、周りに何を言

われるだろうと気にして自分を抑えていた子も、「新しい自分」になっ

て比較的気楽にコミュニケーションをとることができる。SNSにお

いて「パラレルミー」が当たり前の世代の子どもたちに、教育場面に

おいてもアバター、つまりバーチャル身体を複数使い分けられるよ

うにするべきである。

　また、アバターは、顔色や細かな表情の変化等の非言語情報が程

よく削ぎ落とされるため、見た目で判断する／されることを軽減さ

せ、よりニュートラルなコミュニケーションを可能にするだろう。

4. 今後の展望

　大阪府八尾市にある特定非営利活動法人輝 [3] は、不登校児童生

徒向けのフリースクールを運営している。理事長の浦上弘明氏は、「フ

リースクールに足を運ぶことさえできずに家で孤立している子どもた

ちに何か支援ができないだろうか」と、課題感を持っていた。筆者は、

2021年6月よりこの課題解決のために、当法人のオンライン居場

所事業「かがやきの森」のプロデュースを担当している。

　「かがやきの森」では、顔も名前も声も出さなくていい。２Ｄバー

チャル空間でアバターを使い、声か文字のチャットを使って、大学生

ボランティアとお話をしたりみんなでゲームをしたりする。何もしな

いでそこにいるだけでもいい。表示する名前は、本名ではなく自分

で付けるニックネームである。

　自分のなりたい「パラレルミー」を使って、誰かと繋がる、そこか

らリスタートできる場を目指した実践研究である。子どもたちの反

応、変化について引き続き研究を行い、「パラレルミー時代」に、私

たちはどう生きていくのか、子どもたちにどう生きていく力を付けさ

せるのか、試行錯誤の探究の中から考えていきたい。
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